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天
界
第
六
號
附
録
（
大
正
九
年
＋
二
月
二
十
四
庭
第
三
種
郵
便
物
認
可
同
　
十
年
三
月
二
十
五
日
擬
行
）

天

文
（
お
の
部
）

釜口口

彙
海
老
恒
治
編

オ
ィ
レ
ル
（
炉
・
国
巳
窪
）
o
測
量
生
れ
の
歎
學
兼
天
文
家
、
　
一

　
七
二
七
年
以
來
、
露
國
聖
彼
得
爆
に
招
聰
せ
ら
れ
て
、
歎

　
學
誤
認
學
を
講
じ
カ
が
名
博
大
に
墨
が
哨
、
頗
る
人
に
尊

　
敬
さ
れ
た
〇
一
七
四
二
年
に
は
猫
八
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
大

　
王
に
招
か
れ
て
ベ
ル
リ
ン
二
士
院
創
立
に
二
つ
だ
が
、
一
七

　
六
六
年
ま
で
其
所
に
滞
在
中
も
始
終
露
國
か
ら
年
金
を
受

　
け
て
る
π
o
晩
年
に
は
再
び
露
都
へ
鋸
つ
だ
が
、
途
に
爾
眼

　
の
明
を
失
し
た
に
か
㌦
は
ら
ず
藪
理
雨
着
を
牽
け
だ
。
数

　
學
や
天
文
學
に
冠
す
る
著
述
は
頗
る
多
い
。
（
一
枇
八
○
魂
磁
）

お
う
し
ざ
牡
牛
座
G
，
窪
盆
菖
。
黄
道
に
浴
ふ
た
十
二
星
座
の

　
第
二
番
目
の
星
座
。
毎
年
太
陽
は
五
眉
の
中
頃
か
ら
六
月

　
の
末
頃
迄
の
間
に
此
の
星
座
を
通
過
す
る
。
此
星
座
は
甚

　
だ
古
く
恐
ら
く
バ
ビ
ロ
ン
人
が
幾
明
し
安
も
の
で
あ
ら
う

　
　
其
頃
（
今
か
ら
四
千
年
前
，
）
春
分
鮎
が
此
星
座
に
あ
っ
控

　
肉
眼
に
に
竜
著
し
い
星
群
が
ご
つ
あ
る
。
　
プ
レ
ヤ
デ
ス

　
（
】
刃
一
の
幽
簿
山
6
ω
）
と
ハ
イ
、
デ
ヤ
ス
（
自
嵩
自
評
）
と
が
躍
れ
て
あ

　
る
。
（
各
の
條
を
見
よ
）
ア
星
は
一
名
ア
ア
デ
バ
ラ
ソ
と
云

　
ひ
一
等
の
赤
星
て
あ
る
。
毎
年
二
月
の
夕
南
中
す
る
。

オ
ツ
ク
ス
フ
癒
ー
ド
大
學
天
文
台
　
（
○
臥
o
a
d
島
く
曾
ω
一
落

　
○
蜜
興
ぐ
9
庁
O
q
）
一
八
七
四
年
創
立
○
主
と
し
て
天
体
物

　
適
当
研
究
の
設
備
を
有
す
る
。
　
デ
．
ラ
．
ル
ー
氏
（
乏
・
匂
。

　
ピ
9
閑
9
）
の
残
し
た
十
三
吋
反
射
鏡
及
び
新
造
の
二
十
四

　
吋
屈
折
寓
眞
鏡
が
あ
る
〇
一
八
八
五
年
ブ
リ
ツ
チ
や
唾
ド

　
（
℃
鴨
一
梓
∩
げ
凶
唯
噺
）
は
位
付
で
恒
星
、
光
度
表
（
d
三
島
。
巳
簿
搬
醇

　
Z
o
寸
漣
○
属
。
鼠
9
ω
誌
）
を
作
つ
だ
〇
一
八
九
三
年
以
來
タ

　
r
ナ
ー
氏
（
轟
轟
9
「
）
が
台
長
で
あ
る
。

お
と
め
ざ
腱
女
座
（
＜
岸
瞬
。
）
o
・
黄
道
に
浴
ふ
た
十
二
星
座
の

　
第
六
番
目
の
星
座
。
毎
年
六
月
夕
方
南
中
す
る
。
太
陽
は

　
九
月
の
末
か
ら
十
月
の
中
頃
迄
の
問
に
此
庭
を
瀬
過
す
る

　
此
星
座
に
は
現
在
秋
分
黙
が
あ
ウ
、
叉
天
の
河
の
北
極
が

　
あ
っ
て
此
の
邊
に
星
雲
が
非
常
に
多
い
。
．
ア
星
ス
バ
イ
カ

　
（
ω
℃
ぽ
島
。
）
は
一
等
の
青
星
で
あ
る
。

究
べ
ロ
シ
（
○
び
・
3
ε
o
　
天
王
星
の
持
つ
第
四
衛
星
で
週
期
」



　
十
∴
ゴ
艮
十
一
時
七
籏
”
α
一
七
一
八
七
年
ウ
イ
壁
ア
ム
嶺
ハ
翼

　
セ
ル
登
見
、
李
均
光
度
一
四
等
。

お
謹
い
ぬ
ざ
大
犬
座
（
O
鋤
出
挙
属
」
o
『
）
o
オ
ヲ
オ
ン
座
の
東

　
南
に
隣
る
星
座
で
毎
、
年
三
月
の
夕
南
中
す
る
。
ア
星
は
シ

　
》
ウ
ス
（
ω
臨
器
）
と
云
ひ
恒
星
第
｝
等
の
光
輝
を
持
っ
て

　
居
る
ζ
と
か
ら
歴
参
上
に
竜
非
常
に
有
名
で
あ
る
。
シ
穿

　
更
系
の
歪
南
方
四
度
の
所
に
M
四
一
號
と
云
ふ
星
醐
が
あ
る

お
ほ
か
み
ざ
狼
座
（
じ
g
℃
琴
）
Q
ト
レ
ミ
ー
星
座
の
一
つ
で
、

　
蜴
座
と
セ
ン
タ
ウ
ル
座
と
の
間
に
あ
る
。
毎
年
七
月
夕
方

　
南
中
す
る
Q
三
等
星
三
つ
、
他
は
皆
微
光
で
あ
る
○

お
壕
《
ま
ざ
大
熊
座
（
掌
鋸
ζ
9
・
旨
既
）
○
北
極
に
近
い
大
星

　
座
で
ト
レ
ミ
ノ
以
來
の
竜
の
で
あ
る
が
特
に
其
中
で
著
し

　
い
の
は
所
謂
る
此
－
斗
七
星
で
あ
る
。
今
よ
ウ
一
．
二
四
千
年
に

　
は
北
極
に
今
よ
り
最
つ
と
近
く
あ
っ
た
の
で
世
界
中
何
庭

　
か
ら
見
て
も
是
等
の
星
は
永
久
に
地
孕
輩
下
に
没
し
な
い

　
週
極
星
（
’
9
苫
虞
已
℃
9
費
ω
母
窮
〉
で
あ
っ
π
o
故
に
航
栂

　
や
暦
早
上
の
標
準
と
し
て
多
く
の
國
で
用
ゐ
ら
れ
た
。
今

　
竜
ア
星
と
べ
星
と
を
結
ん
匁
一
直
線
は
北
極
星
を
指
し
て

　
み
る
の
で
北
極
星
を
捜
す
に
都
合
が
よ
い
。
ゼ
星
は
肉
眼

　
賄
の
；
軍
星
で
傍
（
十
二
労
）
に
五
等
の
ア
剥
コ
ー
ガ
が
附

　
い
て
る
る
σ
然
し
此
ぜ
星
ば
望
遽
鏡
鵠
に
事
立
涙
な
憲
星

　
で
あ
O
近
頃
叉
更
に
分
光
器
、
的
に
も
連
星
で
あ
る
こ
と
が

　
駿
見
さ
れ
た
Q
へ
星
の
南
東
に
M
九
七
號
と
云
ぷ
有
名
叡

　
星
雲
が
あ
る
・

浄
潔
ル
ツ
羅
ル
（
↓
拝
く
●
○
℃
唱
。
ぢ
窪
）
・
o
漢
國
が
イ
〆
ナ
大
愚

　
教
授
、
自
宅
に
慧
立
天
笹
下
を
建
て
観
測
と
研
究
と
に
熱

心
し
た
0
天
体
蓮
動
論
、
軌
道
計
算
學
、
闘
月
食
論
に
つ
い

て
槽
成
あ
る
著
書
が
多
い
○
測
地
學
の
澄
め
に
竜
貢
献
し
カ

（一

l
姻
二
階

粛
り
宵
ン
庭
（
9
回
G
コ
）
o
ト
レ
ミ
ー
星
座
の
一
つ
で
．
大
昔
か

　
ら
大
攣
有
名
で
あ
る
。
牡
牛
座
、
双
子
座
、
大
犬
座
、
小

　
犬
座
等
の
間
に
挾
ま
れ
自
か
ら
は
赤
道
に
跨
っ
て
居
る
美

　
し
い
星
座
で
あ
る
○
毎
年
二
月
夕
南
中
す
る
〇
一
等
星
；

　
つ
、
二
等
星
が
五
つ
、
其
他
星
歎
が
甚
だ
多
い
ρ
デ
星
、
、
エ

　
星
、
、
ぜ
星
．
の
一
二
つ
は
正
し
く
一
直
線
上
に
並
ん
で
誰
の
眼

　
に
も
着
．
き
易
い
か
ら
昔
か
ら
三
つ
星
と
樗
へ
ら
れ
、
’
支
那

　
で
は
足
斑
と
去
ふ
。
三
つ
星
の
南
五
度
に
有
名
な
．
オ
撃
オ

　
ソ
星
雲
が
あ
る
。
（
後
條
を
見
よ
）

オ
リ
オ
ン
座
流
羅
騨
（
○
ユ
。
δ
ご
ω
）
o
毎
年
十
月
の
末
オ
ジ
オ

　
ン
座
か
ら
輻
射
す
る
流
星
の
デ
群
で
あ
る
o



鴛

六
触
鳶
．
ン
墨
ア
O
ユ
。
旨
ω
庁
舞
）
o
青
自
色
の
星
で
ス
ペ
ク
ト
川

　
中
に
水
素
及
ヘ
リ
ウ
ム
の
線
が
簡
軍
に
出
て
居
る
種
類
を

　
云
ぷ
○
此
の
種
の
星
は
特
に
オ
リ
オ
ン
座
に
多
い
Q
例
へ

　
ば
べ
星
、
デ
星
、
工
星
等
皆
之
れ
で
あ
る
○
之
は
ハ
ー
ヴ
ア

　
一
4
3
分
類
法
で
は
B
型
に
創
る
○
（
あ
を
ぼ
し
を
見
よ
）

総
噸
雰
ン
雪
雲
（
○
ユ
O
壽
Z
の
び
三
傍
）
O
　
オ
サ
オ
ン
座
プ
星
あ

　
楚
う
を
包
む
大
星
雲
て
全
面
積
は
月
の
五
倍
竜
あ
る
。
宇

　
宙
に
浮
游
す
る
太
き
な
琵
斯
團
で
水
素
が
圭
成
分
で
あ
る

　
我
太
腸
系
か
ら
の
距
離
五
百
光
年
Q

土
量
ロ
ラ
極
光
（
〉
霞
O
『
9
）
o
　
高
緯
度
の
地
方
に
於
て
高
ぐ

　
塞
中
に
現
は
れ
る
光
で
あ
る
。
北
牢
球
の
も
の
を
北
極
光

　
詠
手
㊦
舜
し
冒
。
器
巴
一
ω
）
と
芸
ひ
南
隠
球
の
も
の
を
南
極
光

　
7
毎
。
審
》
蕊
窪
騨
房
∀
と
云
ふ
○
何
れ
蔦
其
原
因
は
太
陽

　
か
ら
螢
出
し
だ
電
子
か
地
球
の
磁
極
に
集
っ
て
磯
光
す
る

　
現
象
で
あ
る
。
太
陽
の
活
動
に
由
っ
て
消
長
す
る
も
の
で

　
盛
ん
な
時
に
は
我
國
の
北
陸
海
岸
か
ら
で
も
見
え
左
事
が

　
あ
る
Q

露
ル
ベ
ル
茎
題
，
9
ぴ
器
〉
猫
逸
プ
レ
メ
ン
市
の
醤
師
で
且

　
つ
天
文
家
で
あ
っ
π
っ
小
遊
星
磯
見
問
題
に
熱
心
で
多
く

　
の
攣
者
と
盤
ハ
に
研
鑑
に
從
窟
　
し
絹
ら
メ
ラ
郭
｛
相
覧
蜀
細
Y
ζ

ヴ
エ
ス
タ
（
く
①
o
・
鈴
跨
）
と
を
磯
見
し
彗
星
も
亦
歎
箇
登
弔
し

た
（
届
朕
轡

　
　
　
（
か
の
部
）

か
い
わ
う
せ
い
海
王
星
（
知
。
も
ε
濠
）
o
太
陽
系
に
属
す
る
最

　
遠
遊
星
で
あ
る
○
遠
望
の
愚
見
に
つ
い
て
は
一
八
三
〇
年

　
墳
か
ら
欧
米
の
同
量
に
天
王
星
の
不
規
則
躍
動
か
ら
刺
戟

　
さ
れ
て
起
つ
た
問
題
が
基
に
な
6
鼻
央
國
で
は
ア
ダ
ム
ス
佛
｝

　
國
で
は
ル
ベ
，
工
臥
川
理
論
的
の
研
究
を
試
み
、
其
所
論

　
に
基
い
て
伯
林
の
ガ
贈
レ
が
磯
見
し
た
も
の
で
そ
れ
は
一

　
八
四
六
年
九
封
廿
三
日
で
あ
っ
ヵ
。

　
海
王
星
は
李
均
七
等
牛
で
あ
る
か
ら
肉
眼
で
は
見
え
な
い

　
直
穫
は
地
球
の
四
倍
、
密
度
は
五
分
の
一
、
質
量
は
太
陽

　
の
一
萬
九
千
分
の
一
で
あ
る
Q
太
陽
か
ら
の
李
均
距
離
三

　
〇
，
一
卿
天
文
輩
位
Q
　
軌
道
は
頗
る
圓
に
近
く
離
心
率
は

　
百
分
の
一
に
も
足
り
な
い
○

　
既
星
は
衛
星
を
一
箇
持
っ
て
る
る
〇
一
八
四
六
年
ラ
ッ
セ

　
戸
（
い
器
ω
の
ε
　
の
幕
見
し
海
竜
の
で
光
廉
は
卒
掛
－
十
三
等

其
軌
遭
面
は
黄
道
と
；
天
度
の
傾
斜
と
持
っ
て
居
る
か

　
ら
立
憲
な
蓮
有
星
で
あ
る
o



製

　
海
王
星
は
瀕
レ
ザ
彗
星
を
始
め
と
し
て
線
号
六
箇
の
彗
星

　
を
捕
獲
し
た
σ
（
彗
星
の
條
を
見
よ
）

か
い
わ
母
せ
い
が
い
の
ゆ
う
せ
い
海
王
星
外
の
遊
星
（
d
ぎ
卑

　
諸
窃
ε
鼠
9
・
昌
曳
㊤
琴
窃
）
O
天
王
星
の
不
規
則
運
動
に
由
つ

　
て
海
王
星
が
登
見
ざ
れ
だ
如
く
、
叉
海
王
星
の
不
規
則
運

　
動
に
由
っ
て
更
に
外
側
の
遊
星
存
在
す
る
と
考
へ
る
一
涙

　
の
人
々
が
あ
る
。
ト
ッ
ー
3
（
↓
o
飢
α
）
ピ
ヅ
ケ
リ
ソ
グ
（
艶
P

寄
三
夷
）
・
．
－
エ
ル
（
ド
。
芝
①
二
）
等
が
最
竜
熱
心
で
あ
る

　
が
、
フ
ラ
ン
マ
曝
オ
ソ
（
コ
2
。
目
厳
舜
。
臨
。
謬
）
等
は
週
期
蟄
星

　
の
排
列
か
ら
同
じ
問
題
を
取
扱
っ
て
居
る
。
然
し
事
實
上

　
の
螢
見
は
未
だ
く
。

か
い
き
せ
ん
回
三
線
（
↓
吐
。
甘
。
ω
）
o
赤
道
よ
う
南
北
に
二
三
、

　
五
度
離
れ
π
緯
度
圏
で
此
を
北
回
蹄
線
（
↓
吐
。
嘗
。
o
出
O
㊤
賞

。
3
南
を
南
同
一
線
（
甥
。
薯
。
8
巷
昏
。
ヨ
）
と
云
ふ
・

　
前
者
は
夏
至
の
日
に
太
陽
の
達
す
る
線
で
、
後
者
は
冬
至

　
の
日
に
太
陽
の
達
す
る
線
で
あ
る
○

か
い
こ
う
し
ゆ
う
一
匹
合
週
期
（
ω
巻
。
象
。
℃
・
臨
。
9
0
太

　
陽
及
び
地
球
忙
封
七
て
外
の
天
体
が
同
一
の
位
置
を
繰
返

　
す
週
期
を
云
ぷ
、
例
へ
ば
満
月
か
ら
満
月
㌣
て
即
ち
二
十

　
九
日
十
一
．
一
時
間
は
月
の
會
合
週
期
で
あ
る
。
又
遊
星
て
云

へ
ば
合
か
ら
次
の
合
ま
で
或
は
衝
か
ら
衝
寮
で
は
夫
々
の

會
合
澗
期
で
あ
る
。
恒
星
の
場
合
に
は
其
癒
合
週
期
は
恒

星
年
に
等
し
い
か
ら
特
に
、
此
語
を
使
は
な
い
○
左
に
主
な

る
遊
星
の
會
合
週
期
を
掲
げ
る
。

海航土木火金水遊
二王　　　　　　星
園三星星星星星

手
合
週
期

一
＝
ハ
日

嗣
八
四

七
八
〇

三
九
九

三
七
八

一一

D
七
〇

三
六
七

か
い
せ
ん
海
線
へ
ω
＄
い
ぎ
①
）
。
卜
い
海
上
を
望
む
場
合
に
見

　
ゆ
る
水
と
天
と
の
境
界
線
を
云
ふ
。

瀕
一
ウ
ス
（
内
●
男
・
○
鶴
殿
ω
ω
）
o
猫
逸
ゲ
ツ
チ
ン
ゲ
ソ
大
墨
教
授

　
若
い
頃
小
遊
星
セ
レ
メ
の
軌
道
を
計
算
し
て
忽
ち
有
名
と

な
つ
カ
・
長
じ
て
一
々
理
論
的
研
究
を
積
み
、
藪
學
及
び

　
天
文
町
上
の
論
文
が
頗
る
多
い
。
特
に
其
の
天
体
蓮
動
論

　
6
冨
。
「
冨
蜜
。
窪
ω
O
O
弓
。
ヨ
目
∩
鋤
缶
窪
け
明
日
（
一
八
九
〇

　
年
）
は
有
名
で
あ
る
〇
一
八
三
三
年
ゲ
チ
ン
グ
ン
に
地
磁

氣
観
測
所
を
創
立
し
π
。
（
噸
七
七
七
生
一
八
五
五
死
）


